
6 月 3 日から 7 月 5 日の「行政官のためのジェンダー主流化政策」研修を通し

て、日本での滞在をとても楽しむことができました。日本政府や日本の人々は経

済やテクノロジーの面で世界を牽引し続けており、支援や優秀な人材が揃ってい

ると分かりました。 
ジェンダーの問題に関しては、政府や社会の様々な部門で、優先して推進すべ

き事項のひとつとして捉えられ改善が続けられていました。 
日本政府の方々にお礼を申し上げるとともに、滞在中に温かくまたフレンドリ

ーに接していただき、この研修の成功に尽力いただいた JICA や日本の皆さんに

 

 

 日本での経験はこれから先忘れられないものとなりました。色々な場所への訪問は、これまで経験できなかった、

とても感動的なものとして心に残っています。私の英語力が乏しかったため、あまりコミュニケーションはとれま

せんでしたが、目標は達成できました。日本はとても素晴らしく、習慣や言語が大きく異なります。言葉の壁があ

り遠ざかってしまった人もいると思いますが、一方で英語力は関係ないと私を理解してくれる人にも出会えました。

この方々は私の心に強く残っています。私が困っている時に助けてくれ、とても感謝しています。また JICA スタ

ッフは来日した際、英語が得意でないことに気づき、私を理解しようと親切に応対してくれました。私が自国を恋

しく思っていた時には、メキシコの元大統領である Benito Juarez の本を見せてくれました。JICA の運転手さんと

楽しく過ごした時間も忘れません。寂しくなった時、ホームビジットでお世話になった日本の家族にも感謝してい

ます。皆さんとても親切で信頼できる人たちでした。言葉では言い表せないほどよくしてもらい、日本での私の居

場所をつくってくれました。日本での経験は私の心を（日本国旗の色である）白と赤できれいに染めてくれました。

これからもそのことをいつも思い出すでしょう。いつかまた日本に戻ってくることを願いながら、すべてに感謝の

気持ちを込めて、“Domo arigatogozaimashita!” 


